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北里大学病院・北里大学東病院（旧）を受診された患者さまへ 
 
当院では下記の臨床研究を行っています。 

本研究の対象者に該当する可能性のある方で診療情報等を研究目的に利用または提供される 

ことを希望されない場合は、下記の問い合わせ先にお申し出ください。 
 

研究課題名 

（受付番号/承認番号） 
Fontan 循環における肺血管拡張薬の使用状況と予後の調査 

当院の研究責任者 

（所属・職位） 
医学部小児科学・診療講師 北川篤史 

他の研究機関および

各施設の研究責任者 
他施設との共同研究ではありません。 

本研究の 

概要・背景・目的 

先天性心疾患のなかで二心室修復が困難な心室形態をもつ場合、通常

の肺循環経路をバイパスしたタイプの手術、いわゆる Fontan 手術が行われ

ます。Fontan 循環では、肺循環への駆出心室が欠如しているため、中心静

脈圧の上昇、体心室前負荷障害、後負荷増大による低心拍出量と慢性心

不全などがあり、良好な循環動態の成立のため様々な薬剤の投与が試され

ています。 

良好な Fontan 循環の成立に最も欠かせない因子である肺動脈圧（中心

静脈圧）に対しては、古くから様々な介入がなされてきました。そして、近年

の肺高血圧研究の進歩により Fontan 循環における肺血管拡張薬の投与が

試みられています。特に、2005 年に我が国で最初に使用可能となった、エン

ドセリン受容体拮抗薬の登場が転機となっていると考えられます。 

すなわち Fontan 循環管理および予後は、最近 20 年間で大きく変化して

いることが推測されます。本研究は、肺血管拡張薬の登場と進歩があった

直近 20 年間を後方視的に観察し、肺血管拡張薬の Fontan 循環における

意義を検証することです。 

調査データ 

該当期間 
2000 年 1月 1日から 2020 年 12 月 31 日までの情報を調査対象とします。 

対象となる患者さま 
2000 年 1月 1日から 2019 年 12 月 31 日までの間に北里大学病院で

Fontan 手術を受けられた方。 

研究の方法 

（使用する試料等） 

利用する情報：2000 年 1月 1 日から 2020 年 12 月 31 日までの電子カルテ

に記載のある診療記録、検査データを利用します。 

試料/情報の他の 

研究機関への提供 

および提供方法 

他の機関への試料・情報の提供はありません。 

個人情報の取り扱い 

利用する情報から氏名や住所等の患者さまを直接特定できる個人情報は

削除致します。また、研究成果は学会等で発表を予定していますが、その際

も患者さまを特定できる個人情報は利用しません。 

本研究の資金源 

（利益相反） 
本研究に関連し開示すべき利益相反関係にある企業等はありません。 

お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ

下さい。ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保

護に支障がない範囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来

ますのでお申し出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて、患者さんもしくは

患者さんの代理人の方にご了承いただけない場合には研究の対象としませ

んので、下記の連絡先までお申出ください。その場合でも患者さんに不利益

が生じることはありません。 



ただし、すでにこの研究の結果が論文などで公表されていた場合には提

供していただいた試料・情報に基づくデータを結果から取り除くことができな

い場合がありますが、公表される結果には特定の個人を識別することができ

る情報は含まれません。 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

所属・職位：医学部小児科学・診療講師 

担当者：北川 篤史（キタガワ アツシ） 

電話：042-778-81111 

備 考  

 


